
　表紙の挨拶文の中にも登場した「言語障害」についてご紹介したいと思います。
皆さんは「失語症」「構音障害」という言葉を聞いたことがあるでしょうか？
一括りにされがちなそれぞれの違いについて今回はお話しようと思います。

　「脳卒中等により、脳の言語中枢が損
傷されることで獲得した言語機能（聞く、
話す、読む、書く）が障害された状態」
です。これは、口腔器官の麻痺などによ
る運動の障害、器質性の障害や構音障害
とは異なります。また、声の出なくなる
失声症などとも異なります。

（例）話そうとするが言い間違える、
       言葉が頭に浮かばない

　「呼吸・発声・共鳴・構音のどこかに
問題が生じることによって、発音が正
しく出来ない状態」をいいます。脳卒
中の後遺症で構音器官の麻痺などによ
り、呂律が回らなくなる状態がまさに
この構音障害です。

（例）言葉はスラスラと出てくるが、
　　 呂律が回らず聞き取りにくい

　両者はどちらも〝話す〟ことへの障害という共通点がありますが、まったくの
別物です。また、コミュニケーションは、人が生きていくうえで極めて重要です。
そのコミュニケーションに支障をきたす「失語症」と「構音障害」は目で見ただ
けでは分からない本人だけの苦しさ、大きなストレスがあります。そんな利用者
様に寄り添えるように当施設の職員は日々勉強してまいります。

槇の里　言語聴覚士　成瀬
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リハビリコラム クッキングレクリエーションクッキングレクリエーション

　
新
年
度
を
迎
え
、
当
施
設
に
も
若
干
の
人
事
異
動
や
退
職
者
が
あ
り
ま
し

た
が
、
利
用
者
様
や
そ
の
ご
家
族
方
に
は
極
力
ご
迷
惑
は
お
か
け
し
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
最
近
の
社
会
情
勢
を
考
慮

し
、
面
会
制
限
も
緩
和
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
者
施
設
と
い
う
特
殊

環
境
の
た
め
完
全
な
制
限
解
除
は
ま
だ
難
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
理

解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、高
齢
者
の
特
性
を
示
す
横
文
字
表
示
に「
ロ
コ
モ（
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）」や「
フ
レ
イ
ル
」な
ど
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

前
者
は
移
動
能
力
の
低
下
を
、
後
者
は
体
力
低
下
に
よ
る
虚
弱
を
示
す
も
の

で
す
。ち
な
み
に「
フ
レ
イ
ル
」の
対
義
語
は「
ロ
バ
ス
ト（
頑
強
）」で
す
。最
近
、

か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
見
な
か
っ
た
ロ
バ
ス
ト
な
老
人
を
時
々
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
私
も
あ
や
か
り
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
最
近
の
言
葉
の
使
用
状
況
に
は
や
や
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、「
全
然
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、私
が
子
ど
も
の
頃
に
習
っ

た
時
は
、「
否
定
表
現
に
対
す
る
強
調
語
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
全

然
な
い
」「
全
然
だ
め
」
は
可
だ
が
、「
全
然
多
い
」「
全
然
す
ご
い
」
は
不
可

と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、現
在
は
す
べ
て
の
表
現
が「
全
然
良
い
」（
昔

は
不
可
）
よ
う
で
す
ね
。
言
葉
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
す
。
病

名
に
お
い
て
も
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
の
「
痴
呆
症
」「
精
神
分
裂
病
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
認
知
症
」「
統
合
失
調
症
」
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
差
別

的
色
合
い
の
強
い
言
葉
と
し
て
「
盲
」「
聾
」「
啞
」
等
は
死
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
視
覚
障
害
」「
聴
覚
障
害
」「
言
語
障
害
」
で
す
。
さ
ら
に
驚
い
た

こ
と
に
、
私
が
小
さ
い
頃
に
読
ん
だ
「
ち
び
く
ろ
サ
ン
ボ
」
と
い
う
絵
本
も

差
別
的
表
現
と
の
誹
り
を
受
け
ま
し
た
。「
身
長
の
低
い
肌
の
色
が
褐
色
の
サ

ン
ボ
君
」
と
表
せ
ば
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
最
近
は
「
老
人
」
と
い
う
言
葉
に
も
あ
ま
り
良
い
印
象
は
も
た
れ
ず
、「
高

齢
者
」
が
一
般
的
の
よ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
当
施
設
も
「
老
健
（
介
護
老

人
保
健
施
設
）」
で
は
な
く
「
高
健
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
（
笑
）

こ
の
よ
う
な
「
言
の
葉
」
の
も
つ
フ
レ
イ
ル
（
脆
弱
性
）
を
感
じ
て
い
る
の

は
私
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
皆
様
の
率
直
な
御
意
見
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設

　槇
の
里

施
設
長

ロ
バ
ス
ト
な
老
人
、フ
レ
イ
ル
な
言
葉
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全国書画展覧会が企画する「ふれあい書道展」に槇の里
からも作品を出展し、それぞれの作品が受賞されました。
おめでとうございます！

書
道

4 月上旬、農業大学校沿いへドライブに出かけました。
今年は例年より桜の開花時期が早く、残念ながら葉桜となってしまいました…��
ですが、「春といえば桜よね」「いいお天気だわ～」と少しでもお花見の雰囲気を
感じていただけてほっと一安心でした。

クッキングレクリエーションクッキングレクリエーション
１Fはどら焼きを作りました。
クリームとフルーツを盛りつけていただき、「食べるのがもったいないね～」
と皆さま笑顔で食べられていました！
果物とどら焼きの相性もばっちりでしたよ♪

1F

２Fはクレープを作りました。
クレープを包めないほどフルーツをのせる方や控えめにフルーツをのせる方
など、思い思いのクレープ作りを楽しんでいらっしゃいました��
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